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行　　　事曜日
3歳児健康診査 １３：００～１5：3０ かみん

水１
中級英会話教室 １９：００～20：30 社教センター

木２
町議会厚生文教常任委員会 9：00 役場
道民カレッジ連携講座「おはなしの会」
　10：3０～１１：３０ 社教センター
天体観測会１9：00～20：00 西小チャレンジ天文台

金３

乳がん検診 8：45～１0：45 かみん
土４

町民玉入れ大会 8：3０ 社教センター
日日５

町議会総務産建常任委員会 9：00 役場
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん月６
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
行政相談・心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん

火７
農業委員会総会 傍 13：30 役場
町議会議会運営委員会 ９：００ 役場水８
町議会全員協議会 ９：００ 役場
男の料理教室 １7：００～１9：００ かみん
中級英会話教室 １９：００～20：30 社教センター

木９
広報かみふらの12月10日号発行

金１０

土１１

日日１２
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん

月１３
町議会第4回定例会  傍 公 9：00 役場議場 
予防接種 (ポリオ・ＢＣＧ) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん

火１４

町議会第4回定例会  傍 公 9：00 役場議場
水１５

中級英会話教室 １９：００～20：30 かみん
木１６

金１７

月のまちの行事予定

行　　　事曜日
東児童館「クリスマスパーティー」 13：30
西児童館「クリスマスパーティー」 13：30土１８
道民家庭の日
第2回住民会対抗インドアゴルフ大会
　8：3０ (受付） 社教センター

日日１９
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん
免許更新時講習（優良）
　13：００～13：３０ 消防2階大会議室

月２０
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
減る脂教室（生活習慣病予防教室）
　１0：００～１3：00 かみん
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん

火２１

７か月児乳児相談（個別案内）
１０か月児乳児相談（個別案内）
４か月児健康診査（個別案内）
１歳６か月児健康診査（個別案内）

水２２

天皇誕生日天皇誕生日
木木２３

広報かみふらの新春号発行
すくすく離乳食・育児教室１0：００～１2：００ かみん金２４

土２５
もちつき交流会 8：3０ 社教センター

日日２６
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん
東児童館「大掃除」 13：30月２７
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
西児童館「大掃除会」 13：30火２８

水２９
木３０

第24回北の大文字 23：30 日の出公園
金３1

広報

かみふらの

 傍 …傍聴可　　公 …会議録を町政情報提供コーナーで公開　
「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時等が変更になる場合がありますので、主催者等にご確認をお願いします。

　忘れずに12月27日（月）までに納めましょう。
　　�町民税(第4期)
　　�国民健康保険税(第6期)
　　�後期高齢者医療保険料(第6期)
　　�介護保険料(第6期)   　

ホームページ　   http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
Ｅメール　　    jichi@town.kamifurano.lg.jp
発行／編集　　  上富良野町／町民生活課自治推進班12



�

の
ま
ち
づ
く
り

『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
に
関
す
る
活
動
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す

今
回
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
と
子
育
て
に
対
す
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

上
富
良
野
町
は
、
現
在
、
え
り
も
町
、
別

海
町
に
次
い
で
全
道
で
3
番
目
に
合
   

計
特
殊

※

出
生
率
が
高
い
町
で
す
。

　

ま
た
、
町
外
の
出
身
者
が
多
く
、
祖
父
母

が
近
く
に
い
な
い
こ
と
か
ら
、
育
児
に
孤
立

や
不
安
を
感
じ
て
い
る
家
庭
が
多
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
町
で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

子
育
て
支
援
班
を
設
置
し
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
保
育
所
や
幼
稚

園
、
保
健
師
、
助
産
師
と
の
緊
密
な
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
子
育
て
に
悩

む
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
効
果
的
で

迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

育
児
サ
ー
ク
ル
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
情

報
交
換
の
場
と
な
り
、
子
育
て
に
役
立
つ
情

報
が
得
ら
れ
、
子
育
て
の
束
の
間
の
息
抜
き

に
な
り
ま
す
。
子
育
て
に
孤
立
し
て
悩
み
を

持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
が
多
い
中
、
育
児
サ
ー

ク
ル
の
果
た
す
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

協
働

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

�
�
6
9
8
5

　

育
児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
は
、
町
内
に

　

団
体
あ
る
各
育
児
サ
ー
ク
ル
の
代
表
と
子

12育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。　

活
動
の
場
と
な
る
施
設
の
利
用
調

整
や
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
情
報
交
換
の
ほ

か
、
活
動
に
必
要
な
講
師
の
派
遣
依
頼
・
調

整
、
託
児
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

育
児
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援

�
講
師
依
頼

　

保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
救
命

　

士
、
ピ
ア
ノ
講
師
、
保
育
士
な
ど

�
活
動
の
場
の
提
供

�
託
児
支
援

事
業
の
開
催　

�
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
に
こ
」
と

　

の
連
携
・
協
力　

�
栄
養
指
導
、
救
急
救
命
講
習
、
歯
科
指
導
、

　

保
育
士
遊
び
、
ノ
ロ
ッ
コ
号
に
乗
ろ
う
、

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

シリーズ

協 働 の ま ち づ く り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
就
学

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
就
学
前前

の
子
ど
も
に
対
す
る
活

の
子
ど
も
に
対
す
る
活
動動

育
児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会

育
児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会

　
「
育
児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
は
、

各
サ
ー
ク
ル
の
年
間
活
動
予
定
に
合
わ

せ
、
施
設
の
利
用
調
整
、
専
門
講
師
や

保
健
師
な
ど
の
派
遣
依
頼
と
活
動
内
容

に
よ
り
託
児
支
援
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
『
に
こ
に
こ
』
と
合
同
で
の
行
事

も
あ
り
交
流
も
で
き
ま
す
。
家
庭
か
ら

出
て
サ
ー
ク
ル
で
の
集
ま
り
は
、
情
報

交
換
の
場
に
な
り
ま
す
し
、
育
児
に
一

息
つ
く
こ
と
が
で
き
気
分
転
換
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
同
士
も
遊
び
で
交
流
し

て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
見
学

で
き
ま
す
の
で
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。
お
父
さ
ん
も
参
加
し
て
子
ど

も
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
で
遊
ん
で
い
る
様

子
を
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」

育児サークル連絡協議会
代表 広瀬美奈さん
真佳ちゃん（1歳6か月）

　

育
児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
代
表
の
広
瀬

美
奈
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

町
は
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
育

児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
と
協
議
し
、
効
果

的
な
活
動
と
な
る
よ
う
様
々
な
調
整
に
あ
た

る
と
と
も
に
遊
び
や
育
児
の
指
導
、
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
は
、

育
児
体
験
談
や
子
育
て
情
報
満
載
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
毎
日
が
七
転
び
八
起
き
の
マ
マ
た

ち
へ
、
ハ
ッ
ピ
ィ
デ
イ
ズ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
活
動

を
行
政
が
お
手
伝
い
し
た
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
こ
と
で
力
を

合
わ
せ
た
も
の
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

事
業
協
力
や
情
報
提
供
に
な
り
ま
す
。　

子

育
て
の
分
野
で
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
そ

し
て
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
え
て
い
ま
す
。

【【ノロッコ号に乗ろうノロッコ号に乗ろう】】

※
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
…
ひ
と
り
の
女
性

　

が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
の
推
定
値
を

　

い
い
ま
す
。

�
育
児
サ
ー
ク
ル
へ
の
入
会
・
問
合
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
�
�
6
5
0
1



　

各
サ
ー
ク
ル
が
週
1
回
程
度
か
み
ん
や
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
の
会
場
で
親
子
が
集
い
、
子
育
て

の
情
報
交
換
や
遊
び
な
ど
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
の
内
容
に
よ
っ
て
講
師
や
託
児

の
派
遣
を
育
児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
か
ら

受
け
て
い
ま
す
。

育
児
サ
ー
ク
ル

�

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

す
く
す
く
離
乳
食
教
室
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
や
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

講
演
会
や
行
事
な
ど
開
催
時
の
託
児
を
2
団

体
と
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
て
い
ま

す
。

�
中
央
婦
人
会
、
赤
十
字
奉
仕
団

　

す
く
す
く
離
乳
食
教
室
に
参
加
の
4
か
月

か
ら
の
子
ど
も
の
託
児
を
会
か
ら
隔
月
で
交

互
に
二
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
講
演

会
や
講
習
会
な
ど
の
託
児
も
要
請
に
応
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。　

�
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
依
頼
を
受
け
、
相
談
に
来
た
方
の
子

ど
も
や
子
育
て
講
演
会
や
講
習
会
な
ど
の
託

児
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ

協 働 の ま ち づ く り

「
今
年
5
月
か
ら
上
富
良
野
町
に
住
ん
で
い

ま
す
。
育
児
サ
ー
ク
ル
に
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
サ
ー
ク
ル
代
表
の
広
瀬
さ
ん
と

顔
を
合
わ
せ
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
サ
ー

ク
ル
の
話
を
聞
き
、
入
り
ま
し
た
。
色
々
な

相
談
や
情
報
交
換
も
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も

お
友
だ
ち
が
で
き
て
サ
ー
ク
ル
に
行
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
集
ま
る
場
所
が
あ

り
、
情
報
交
換
が
で
き
、
上
富
良
野
に
来
て

困
っ
た
と
思
う
こ
と
が
な
い
で
す
。」

そ
の
他
の

そ
の
他
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

　

上
富
良
野
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
事
務
局
・
社
会
福
祉
協
議
会
）に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
し
て
い
る
団
体
や
個
人
が
、
町

で
行
う
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
で
、
託
児
や

読
み
聞
か
せ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
上
富
良
野
町
青
少
年
団
体
協
議

会
で
も
就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
か
月
児
乳
幼
児
相
談
会
場
で
行
わ
れ
て

い
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
読
み
聞
か
せ
を

通
じ
て
親
子
の
触
れ
合
い
や
読
書
の
楽
し
さ

を
分
か
ち
あ
い
、
家
庭
で
親
が
子
に
読
み
聞

か
せ
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紹
介
な
ど
を
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

�
読
み
き
か
せ
会
ム
ー
ミ
ン

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、
毎
月
行
わ
れ
て

い
る
７
か
月
乳
幼
児
相
談
の
待
ち
時
間
を
利

用
し
て
各
親
子
に
絵
本
を
1
〜
2
冊
読
ん
で

い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�
上
富
良
野
町
青
少
年
団
体
協
議
会　

　

現
在　

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

２５

　

毎
年　

月　

日
に
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

１２

２４

に
扮
し
て
、
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
う
児
童

の
自
宅
な
ど
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
届
け
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
会
員
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
見
れ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ

り
、
今
後
も
継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。

　

育
児
サ
ー
ク
ル
に
登
録
し
て
活
動
に
参
加

し
て
い
る
「
い
な
い
い
な
い
ば
ぁ
」
の
福
田

満
恵
さ
ん
と
「
I�
B
A
B
Y
」
の
内
田
恵

美
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
『
ぴ
よ
ぴ
よ
』

で
知
り
合
っ
た
仲
間
に
誘
わ
れ
て
4
月
に
で

き
た
育
児
サ
ー
ク
ル
『
I�
B
A
B
Y
』
に

入
り
ま
し
た
。
上
富
良
野
町
に
住
ん
で
3
年

な
の
で
町
の
こ
と
を
聞
い
た
り
、
予
防
接
種

な
ど
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
同

じ
位
の
年
齢
な
の
で
話
が
合
い
ま
す
。
育
児

サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
の
行
事
で
は
、
子
ど

も
の
年
齢
が
様
々
な
の
で
、
サ
ー
ク
ル
と
は

違
う
感
じ
で
交
流
が
で
き
ま
す
。」　

育児サークル
「I�BABY」
内田恵美さん

優翔くん（1歳4か月）

育児サークル
「いないいないばぁ」
福田満恵さん
詩甫ちゃん（4歳）
香杜ちゃん（1歳）

【【いないいないばぁの活動の様子いないいないばぁの活動の様子】】

【ファミリーサポート・【ファミリーサポート・育児サークル会員交流会】育児サークル会員交流会】



�
景
観
行
政
団
体
に
な
る
趣
旨

　

上
富
良
野
町
の
景
観
は
、
十
勝
岳
連
峰
を

は
じ
め
と
す
る
恵
ま
れ
た
自
然
と
気
候
や
風

土
に
合
っ
た
農
業
を
中
心
と
し
た
生
活
の
営

み
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
景
観
は
、
町
民
の
大
切
な
宝
物
で
あ

り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
町
を
愛
し

誇
り
を
も
ち
、
快
適
で
魅
力
あ
る
町
を
創
造

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
施
策

と
と
も
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
守

り
、
育
み
な
が
ら
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
町

を
創
造
し
て
い
く
た
め
、
平
成　

年
４
月
１

23

日
か
ら
景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま
す
。

�
景
観
行
政
団
体
と
は

　

景
観
行
政
団
体
と
は
、「
景
観
法（
平
成　
16

年
法
律
第　

号
）」に
基
づ
く
景
観
行
政
を
担

110

う
主
体
で
す
。
景
観
法
第
７
条
第
１
項
で

は
、
都
道
府
県
、
政
令
市
、
中
核
市
は
自
動

的
に
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
景
観
行
政
を

自
ら
で
行
お
う
と
す
る
そ
の
他
の
市
町
村

は
、
都
道
府
県
知
事
と
の
協
議
・
同
意
に
よ

り
景
観
行
政
団
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
定
め
て
い
ま
す
。

�
景
観
行
政
団
体
に
な
っ
て
変
わ
る
こ
と

　

上
富
良
野
町
は
、
現
在
景
観
行
政
団
体
で

あ
る
北
海
道
の
景
観
行
政
区
域
に
あ
り
、
法

律
に
定
め
る
建
築
等
行
為
届
出
や
行
為
規

制
、
認
可
な
ど
の
事
務
は
北
海
道（
窓
口
は

上
川
総
合
振
興
局
）が
担
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
は
上
富
良
野
町
内

２３

で
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
上
富
良
野
町
が

直
接
景
観
行
政
の
担
い
手
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
届
出
対
象
と
な
る
建
築
物
な
ど
の

高
さ
は
現
在
よ
り
低
く
、
面
積
も
よ
り
小
さ

く
な
る
ほ
か
、
新
た
に
開
墾
や
土
砂
採
掘
な

ど
の
土
地
の
形
質
の
変
更
、
屋
外
で
の
土
石

や
廃
棄
物
の
堆
積
、
電
線
路
や
こ
の
支
持
物

が
届
け
出
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
対
象
の
基
準
や
景
観
形
成
基
準

は
、
現
在
作
成
中（
平
成　

年　

月
下
旬
策

２２

１１

定
予
定
）の
「
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計

画
」
で
定
め
ま
す
。

�
今
後
の
予
定

�
平
成　

年
1
月
〜
3
月

23

　

届
出
対
象
行
為
に
関
す
る
事
前
相
談
開
始

�
平
成　

年
4
月
1
日

23

　

景
観
行
政
団
体
に
な
る
日

　

景
観
計
画
・
新
条
例
の
施
行
、
景
観
団
体

　

事
務
の
開
始
、
行
為
の
届
出
な
ど
の
開
始

上
富
良
野
町
は
、「
景
観
行
政
団
体
」
に
移
行

す
る
た
め
北
海
道
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、

知
事
の
同
意
を
得
て
、
平
成　

年
4
月
1
日

23

か
ら
景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま
す
。

平
成
平
成　

年
4
月
1
日
か
ら

年
4
月
1
日
か
ら

2323

景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま
す

問
合
せ

建
設
水
道
課
建
設
班

�
�
6
9
8
1

�

　
　

月　

日
〜　

日
、
富
良
野
広
域
連
合
議

１０

２０

２１

会
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
議
案
４
件
、
認
定
１
件

が
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
の
一
般
質
問
は
、
２
名
の
議
員
が

２１
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
産
業
委
員
会
か
ら
閉
会
中
の

継
続
調
査
と
し
て
、
２
件
の
事
務
調
査
を
決

定
し
閉
会
し
ま
し
た
。

酒
井
年
夫
議
員（
南
富
良
野
町
）

�
通
信
網
の
整
備
に
つ
い
て

中
村
有
秀
議
員（
上
富
良
野
町
）

�
消
防
行
政
に
つ
い
て

�
教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員

　

任
期
満
了
に
よ
る
任
命

　

委
員　

宇
佐
見
正
光
氏（
富
良
野
市
）再
任

富
良
野
広
域
連
合

第
2
回
定
例
会
開
催

１１００月月２２００～～２２１１日日
第第２２回回
定定例例会会

問
合
せ

　

富
良
野
広
域
連
合
事
務
局

　
�
�
1
2
2
1

　

総
務
課
企
画
財
政
班

　
�
�
6
9
8
0

�
平
成　

年
度
富
良
野
広
域
連
合
一
般
会
計

２２

補
正
予
算

�
富
良
野
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

�
富
良
野
広
域
連
合
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

�
富
良
野
広
域
連
合
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

可
決
案
件

�
平
成　

年
度
富
良
野
広
域
連
合
一
般
会

２１

計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
案
件

�
広
域
消
防
体
制
に
つ
い
て

�
串
内
牧
場
の
運
営
に
つ
い
て

一
般
質
問

継
続
調
査



１１１１月月１１７７日日
開開催催

住
民
会
長
懇
談
会

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
６
９
８
５

※
会
議
録
は
、
役
場
１
階
「
町
政
情
報
提
供

コ
ー
ナ
ー
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

向
山
町
長
か
ら
「
現
在
、
平
成　

年
度
の

23

予
算
編
成
に
着
手
し
て
お
り
、
今
日
の
懇
談

会
の
意
見
交
換
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
賜

り
、
平
成　

年
度
に
向
か
っ
て
新
し
い
ま
ち

23

づ
く
り
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
協
力
を
お
願
い
す
る
。」
と
の
あ
い
さ
つ

後
、
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
平
成　

年
度

23

住
民
自
治
活
動
推
進
交
付
金
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見

意
見　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

が
、
議
会
に
言
わ
な
け
れ
ば
町
民
に
は
言

え
な
い
と
い
う
こ
と
な
ら
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
は
進
ま
な
い
の
で
は
と
考
え
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。　

回
答　

議
会
を
含
め
て
、
広
く
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
事
業
化
に

向
け
て
、
皆
さ
ん
の
希
望
に
添
え
る
よ
う

な
具
体
的
な
案
を
作
り
、
理
事
者
が
議
会

に
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い

る
。

意
見　

今
年
は
農
家
に
と
っ
て
大
変
な
年
に

な
っ
た
。
上
富
良
野
町
は
農
家
が
衰
退
す

る
と
町
全
体
も
衰
退
す
る
と
い
う
状
況
に

な
り
か
ね
な
い
。
行
政
と
し
て
も
農
家
を

１
戸
で
も
減
ら
さ
な
い
た
め
の
支
援
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

す
で
に
農
協
を
通
じ
て
農
業
者
の
皆

さ
ん
に
支
援
策
を
周
知
し
て
い
る
。
今
回

の
支
援
は
、
直
接
、
農
協
が
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
る
農
業
の
所
得
が
減
少
し
た
こ

と
に
対
す
る
臨
時
制
度
に
つ
い
て
の
支
援

と
、
土
地
改
良
事
業
に
対
し
て
の
町
独
自

の
上
乗
せ
の
支
援
が
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
、
今
月
末
の
臨
時
議
会
に
提
案

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

意
見　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
置
い
て
欲
し
い
と
意
見
が

出
て
い
た
が
、
体
育
協
会
な
ど
で
整
備
し

た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
管
理
は
体
育

協
会
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
方
々
に
お

願
い
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

回
答　

公
共
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
導
入

に
つ
い
て
は
設
置
を
終
え
て
い
る
が
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
は
導
入
し
て
い
な
い

の
で
、
平
成　

年
度
に
お
い
て
町
で
導
入

23

を
予
定
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
を
し
た
い
と
い
う
希
望

が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
団
体
に

手
を
上
げ
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
。

意
見　

子
宮
頸
が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答　

先
進
的
な
町
で
は
独
自
制
度
と
し
て

始
め
て
い
る
町
も
現
れ
て
い
る
。
今
後
の

予
防
接
種
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
あ
る

程
度
定
期
接
種
化
を
め
ざ
す
と
い
う
方
向

性
が
示
さ
れ
た
の
で
、
町
に
お
い
て
も
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
、
準
備
を

行
っ
て
い
る
。

意
見　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
予

算
化
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

情
報
過
疎
地
は
作
り
た
く
な
い
が
、

町
の
事
業
と
し
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

国
の
仕
事
と
し
て
要
望
活
動
を
し
て
い

る
。

意
見　

地
デ
ジ
に
移
行
す
る
が
、
難
視
聴
地

域
と
い
う
こ
と
で
、
個
別
に
難
視
聴
地
域

の
方
々
に
話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
が
、

そ
の
後
何
か
具
体
的
な
進
展
が
あ
っ
た
の

か
。
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
対
応
で
き
る
の

か
。

回
答　

現
在
、
総
務
省
の
ほ
う
に
難
視
聴
地

区
の
指
定
を
申
請
し
、
ほ
ぼ
難
視
聴
と
思

わ
れ
る
地
区
に
つ
い
て
指
定
を
い
た
だ
く

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
決
ま
り
次
第
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

意
見　

火
災
報
知
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

る
が
、
行
政
の
考
え
と
状
況
を
聞
き
た

い
。

回
答　

町
内
の
設
置
の
状
況
は
消
防
を
通
じ

て
５
割
程
度
と
聞
い
て
い
る
。
消
防
署
で

周
知
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　

春
に
生
活
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
推
進
に
つ

い
て
要
望
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
か
。

回
答 　

地
球
温
暖
化
対
策
の
１
つ
の
方
策

と
い
う
こ
と
で
ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

現
在
、
L
E
D
の
街
灯
は
性
能
が
十
分
で

な
く
検
討
段
階
で
あ
り
、
国
の
補
助
金
制

度
も
十
分
で
な
い
の
で
、
普
及
に
は
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。　

平
成

年
度

第
2
回
住
民
会
長
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

22
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富
良
野
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署
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上
富
良
野
交
番

�
�
２
０
３
９

10月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月月1155日日はは『『道道民民交交通通安安全全のの日日』』

(＋１)１：人身事故発生件数
(－５)０：死 者 数
(－２)３：傷 者 数
(＋２)１６：物 損 件 数

地域に密着した情報を配信中�富良野警察署ホームページ http://www.furano-syo.police.pref.hokkaido.jp/

交番
ミニ
広報紙

　

年
末
は
、
空
き
巣
や
車
上
ね
ら

い
、
タ
イ
ヤ
盗
な
ど
犯
罪
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
安
全
で
安
心

な
年
末
を
送
り
、
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
迎
え
る
た
め
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
必
ず

鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

�
自
動
車
内
に
は
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
タ
イ
ヤ
は
鍵
の
か
か
る
車
庫
や

物
置
な
ど
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

　

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
、

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
に
強
い
、
弱
い
に
関
係
な

く
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
運
転
に
影
響

を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

飲
酒
す
る
と

　

注
意
力
・
情
報
処
理
能
力
・
判

断
力
が
低
下
し
、
発
見
・
反
応
・

操
作
の
遅
れ
な
ど
、
運
転
へ
影
響

し
ま
す
。

か
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
相
手
に

応
じ
た
り
せ
ず
、
警
察
署
や
交
番

に
連
絡
す
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、

死
亡
事
故

率
は　

倍
8.7

に
な
り
ま

す
。

犯
罪
や
事
故
の
な
い
年
末
を

飲
酒
運
転
の
根
絶

申
請
が
必
要
で
す

高
齢
者
の
障
害
者
控
除

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
6
9
8
7

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
な
く
て
も
、　

歳
以
上
で
介
護

６５

保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
や
寝
た
き
り（
６
か
月
以
上
）の
方

は
「
障
害
者
控
除
」
又
は
「
特
別
障

害
者
控
除
」
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

特
定
疾
患
患
者
交
通
費
助
成

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
6
9
8
7

　

町
で
は
、
特
定
疾
患
の
治
療
の
た

め
、
町
外
の
医
療
機
関
に
通
院
し
て

い
る
方
に
対
し
、
交
通
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

は
、
保
健
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者

　

町
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
、

富
良
野
保
健
所
か
ら
特
定
疾
患
医
療

　

対
象
に
な
る
方
は
、
保
健
福
祉
課

で
申
請
の
う
え
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
受
け
取
り
、
年
末
調

整
時
又
は
確
定
申
告
時
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
6
9
8
7

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

（
一
部
対
象
外
の
疾
患
あ
り
）

助
成
額

　

鉄
道
運
賃
相
当
額
の
２
分
の
１

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

　

特
定
疾
患
受
給
者
証
・
印
鑑

申
請
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
6
9
8
7

が
ん
検
診

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
6
9
8
7

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
行
い

ま
す
。

日
時　

１
月　

日（
日
）・　

日 
（
月
）

１６

１７

　

９
時
、　

時
、　

時
、　

時　

分
、

１０

１１

１３

３０

　
　

時　

分

１４

３０

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

　

み
ん

子
宮
が
ん

�
対
象　
　

歳
以
上
の
女
性

２０

�
料
金

　
　

歳
以
下

６９

　
　

頸
部
１
千　

円
、
体
部
１
千
円

７００

　
　

歳
以
上

７０

　
　

頸
部　

円
、
体
部　

円

850

500

乳
が
ん

�
対
象　
　

歳
以
上
の
女
性

40

�
料
金

　
　

歳
以
下　

2
千
円

６９

　
　

歳
以
上　

1
千
円

７０
申
込
み
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
6
9
8
7

会
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課 
子
育
て
支
援
班

�
�
6
9
8
7

　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方
と

子
育
て
の
援
助
を
行
う
方
が
子
育
て

を
支
え
合
う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

依
頼
会
員（
援
助
を
受
け
る
方
）

　

町
内
在
住
又
は
在
勤
で
、
お
お
む

ね
６
か
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
方

提
供
会
員（
援
助
を
行
う
方
）

　

町
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、
子
育

２０

て
の
援
助
が
行
え
る
方

※
資
格
や
経
験
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

会
員
登
録
に
必
要
な
も
の

　

顔
写
真
２
枚（
縦
３�
×
横　
�
）

２．５

※
利
用
時
間
や
費
用
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
�
�
6
9
8
7

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
�
�
6
5
0
1

　

最
近
、
警
察
を
か
た
っ
た
振
り

込
め
詐
欺
の
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

警
察
官
が
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
り
、

暗
証
番
号
を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

警
察
を
か
た
っ
て
こ
れ
ら
の
要

求
や
金
銭
を
要
求
す
る
電
話
が
か

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意



�

お知らせ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報
（
２
０
１
０
年　

月
）

10

『
活
動
状
況
及
び
予
報
警
報
事
項
』　

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常

　

地
震
活
動
、
噴
煙
活
動
と
も
に
お
お
む
ね
静
穏
に
経
過
し
て
お
り
、
火
口
周
辺

に
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
2
0
0
6
年
か
ら
み
ら
れ

て
い
る　

‐
２
火
口
直
下
浅
部
の
膨
張
を
示
す
地
殻
変
動
は
、
2
0
0
9
年
以
降

６２

次
第
に
鈍
化
し
な
が
ら
現
在
も
続
い
て
お
り
、
し
ば
ら
く
は
活
動
の
推
移
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

平
成　

年　

月　

日
に
噴
火
予
報（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常
）を
発
表
し
ま

２０

１２

１６

し
た
。
そ
の
後
、
予
報
警
報
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
噴
煙
及
び
熱
活
動
』

　
　

‐
２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
概
ね　

ｍ
以
下
で
、
噴
煙
活
動
は
低

６２

200

調
に
推
移
し
ま
し
た
。

『
地
震
活
動
』

　

火
山
性
地
震
は
、
一
日
当
た
り
9
回
以
下
で
地
震
活
動
は
低
調
に
経
過
し
ま
し

た
。
震
源
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
火
口
周
辺
の
浅
い
所
の
北
側
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
火

山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
殻
変
動
』

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
連
続
観
測
で
は
、
前
十
勝
観
測
点
に

お
い
て
、　

‐
２
火
口
付
近
浅
部
の
膨
張
を
示

６２

す
と
考
え
ら
れ
る
変
動
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
よ
り
広
域
の
地
殻
変
動
を
示
す
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

　
　
　
　
　�
０
１
６
６�
６
３
６
８

募
集
し
て
い
ま
す

住
民
会
対
抗
イ
ン
ド
ア
ゴ
ル
フ
大
会

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
5
5
1
1

　

イ
ン
ド
ア
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
住
民

相
互
の
交
流
、
親
睦
を
深
め
ま
せ
ん

か
。

日
時　
　

月　

日（
日
）　

９
時（
受

１２

１９

　

付
８
時　

分
）

３０

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成　

各
住
民
会
１
チ
ー
ム

　

４
名

※
参
加
チ
ー
ム
数
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

参
加
料　

１
人　

円（
保
険
代
含
む
）

２００

申
込
み　

各
住
民
会
の
ス
ポ
ー
ツ
推

　

進
員
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限　
　

月　

日（
月
）

１２

13

問
合
せ　

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
�
５
５
１
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
5
5
1
1

　

放
送
大
学
で
は
平
成　

年
度
第
１

２３

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
、
遠
隔
教
育

の
大
学
で
す
。
心
理
学
や
福
祉
、
経

済
、
歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど

の
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

出
願
期
限　

２
月　

日（
月
）

２８

問
合
せ

　

放
送
大
学
旭
川
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス

　
�
0
1
6
6�
2
6
2
7

町
民
玉
入
れ
大
会

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
5
5
1
1

　

家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
一
緒
に
玉

入
れ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
　

月
５
日（
日
）　

受
付
８
時

１２

　
　

分
３０

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

種
目　

４
部
門（
小
学
生
の
部
、
中

　

学
生
の
部
、
女
性
の
部
、
一
般
の

　

部
）

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム　

名
以
内

１０

　
（
監
督
含
む
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
千
円（
保
険

　

代
含
む
）

申
込
期
限　
　

月
１
日（
水
）

１２

申
込
み
・
問
合
せ　

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
�
５
５
１
１

ご
協
力
く
だ
さ
い

北
方
四
島
へ
の
入
域
自
粛

総
務
課 
総
務
班�
�
6
4
0
0

　

北
方
四
島
へ
の
入
域
は
、
日
露
両

国
政
府
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
、
元
島

民
や
返
還
運
動
関
係
者
な
ど
を
主
体

と
す
る
ビ
ザ
な
し
交
流
や
北
方
墓

参
、
自
由
訪
問
及
び
緊
急
人
道
支
援

の
特
別
の
枠
組
み
に
よ
る
も
の
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
の

北
方
四
島
へ
の
入
域
は
、
自
粛
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

交
通
事
故
被
害
の
援
護
制
度

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
6
9
8
7

　

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
方
に
次
の

よ
う
な
援
護
制
度
が
あ
り
ま
す
。

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

�
対
象　

自
動
車
事
故
で
脳
・
脊
髄
・

胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
介
護
を
必

要
と
し
一
定
要
件
に
該
当
す
る
方

�
支
給
額　

月
額
2
万
9
千　

円
〜

290

　

万
6
千　

円
の
間

13

880

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

�
対
象　

自
動
車
事
故
で
保
護
者
が

亡
く
な
っ
た
り
重
い
後
遺
障
が
い

を
残
す
家
庭
の
０
歳
〜
中
学
卒
業

ま
で
の
子
ど
も

�
貸
付
金
額　

一
人
に
つ
き
最
初
一

時
金　

万
5
千
円
、
以
後
月
額
2

15

万
円
、
小
・
中
学
校
入
学
時
に
入

学
支
度
金
4
万
4
千
円

�
返
還
方
法　

月
賦
や
半
年
賦
併
用

に
よ
り　

年
以
内
で
の
均
等
払
い

20

申
込
み
・
問
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

　

機
構
旭
川
支
所

　
�
0
1
6
6�
0
1
1
1

無
料
相
談

総
合
相
談
所
の
開
設

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
6
9
8
7

　

総
合
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
多

重
債
務
、
相
続
・
離
婚
問
題
、
子
ど

も
の
い
じ
め
、
女
性
の
人
権
な
ど
何

で
も
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

日
時　
　

月　

日（
金
）　

時
〜　

時

１２

１０

１３

１６

場
所　

富
良
野
市
役
所
大
会
議
室

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
6
9
8
7



お知らせ
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�

瑞宝単光章
 
杉 
山  

す
ぎ
や
ま 

美
津
夫  
さ
ん

み

つ

お

　
　

大
町
1
丁
目（　

歳
）

61

<順不同>

瑞宝双光章
 
人 
見 　

次 
夫 

ひ

と

み

      

さ
ん

つ

ぎ

お

　
　

新
町
１
丁
目（　

歳
）

61

　永年にわたり防衛業務
に従事され、その職務を果
たし、功労を積み重ねた功
績により、瑞宝双光章を受
章されました。

瑞宝単光章
 
久
保
田  
靜 
夫

く

ぼ

た

     

 
さ
ん

し

ず

お

　
　

東
町
4
丁
目（　

歳
）

61

危険業務従事者叙勲受章危険業務従事者叙勲受章

瑞宝単光章
 
村 
形 　

む
ら
か
た

 
好 
則  
さ
ん

よ
し
の
り

　
　

南
町
3
丁
目（　

歳
）

61

　永年にわたり防衛業務
に従事され、その職務を果
たし、功労を積み重ねた功
績により、瑞宝単光章を受
章されました。

　永年にわたり防衛業務
に従事され、その職務を果
たし、功労を積み重ねた功
績により、瑞宝単光章を受
章されました。

　永年にわたり防衛業務
に従事され、その職務を果
たし、功労を積み重ねた功
績により、瑞宝単光章を受
章されました。

富
良
野
圏
域

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
２
６
１
９

草
木
染
め
教
室

�
日
程　
　

月
7
日（
火
）　

12

　
　
　
　

9
時
〜　

時
12

�
定
員　
　

名
15

�
受
講
料　

2
千　

円
200

問
合
せ

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
�
�
2
6
1
9

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

▼
優
良
講
習（　

分
）

３０

　
　

月
6
日（
月
）　　

時

12

１３

　
　

月　

日（
金
）　　

時

12

17

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

月　

日（
月
）　　

時

12

20

１３

　

上
富
良
野
消
防
署
大
会
議
室

忘
れ
ず
に

▼
一
般
講
習（
１
時
間
）

　
　

月
6
日（
月
）　　

時

12

１４

　
　

月　

日（
金
）　　

時

12

17

１４

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
違
反
講
習（
２
時
間
）

　
　

月　

日（
金
）　　

時

12

10

１３

　
　

月　

日（
水
）　　

時

12

１５

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
運
転
免
許
証
更
新
連
絡
書
で
確
認

の
う
え
、
受
講
前
に
必
ず
免
許
更

新
手
続
き
を
警
察
署
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

　
�
�
0
1
1
0

　

野
保
健
所
内
）

　
�
�
３
１
６
１

　

多
重
債
務
な
ど
を
理
由
に
心
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
方
を
対
象
に
毎
月

１
回
、
司
法
書
士
が
債
務
な
ど
の
生

活
相
談
、
保
健
師
が
心
の
健
康
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
　

月
9
日（
木
）

12

　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

※
原
則
第
２
木
曜
日

申
込
み
・
問
合
せ

　

は
ー
と
ま
ね
ー
セ
ン
タ
ー（
富
良

は
ー
と
ま
ね
ー
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
6
9
8
7

ご
相
談
く
だ
さ
い

設
置
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器

上
富
良
野
消
防
署�
�
2
1
1
9

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
よ

く
あ
る
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

購
入
す
る
に
は
？

　

電
気
店
、
電
気
工
事
店
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
な
ど
の
燃
料
取
扱
店
で
購
入

で
き
ま
す
。
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の

場
合
は
、
工
務
店
や
施
工
会
社
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
署
の
人
が
直
接
販
売
す
る
こ
と

は
あ
る
の
？

　

あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
に
よ
る
点
検

も
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
職
員
の
よ
う

な
服
装
や
態
度
で
購
入
を
勧
め
る
訪

問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
っ
た
ら
？

　

出
火
場
所
と
出
火
状
況
を
確
認

し
、
消
防
署
へ
の
通
報
や
初
期
消
火

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
火
が
天
井
に
ま
わ
っ
て
い
た
ら
無

理
を
せ
ず
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
は
？

　

本
体
か
ら
下
が
っ
て
い
る
ひ
も
を

引
く
か
、
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
し
て

作
動
確
認
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

上
富
良
野
消
防
署
指
導
係

　
�
�
２
１
１
９

住宅用火災警報器の設置
期限は平成２３年５月３１日
までです。


